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講義型授業における学生の主体的取り組みを促進する心理学的工作
Psychological design to facilitate the proactive learning of students 








































































































































































































































































































Ａ 4 用紙 1 枚程度の小レポートは，半期の授業で











































































は，2010 年から 2014 年までの人間関係学部授業
アンケート回答者である。回答者延べ数は，2010
年：7,379 人，2011 年：7,528 人，2012 年：7,629 人，
2013 年：8,248 人，2014 年：7,472 人であった。
　「心理学概論Ⅰ」の回答者数は，2010 年：221 人，
2011 人：236 人，2012 年：235 人，2013 年：128 人，
2014 年：115 人であった。
　「教育心理学」の回答者数は，2010 年：60 人，









① 先生のこの授業の進め方について　7 項目 5 段
階評定
②この授業の内容について　6 項目 5 段階評定
③ あなたのこの授業への取り組みについて　5 項
目 5 段階評定
④総合的な印象　1 項目 5 段階評定
⑤ 自由設定欄（担当教員がその場で設定する質問）
2 項目 5 段階評定（本研究の分析には含めない）
⑥自由記述欄
　（注）③の項目 15 は，2010 年～ 2012 年は「こ
の授業のために予習・復習を欠かさなかった」と
尋ねてその程度を 5 段階評定させた。2013 年から
は「この授業のために毎回予習・復習合わせてど
の程度自習しましたか」と変更し，⑤ 3 時間以上
　④ 2 時間以上　③ 1 時間以上　② 1 時間未満　


























































































①授業の進め方 4.17 3.68 3.73 4.17 4.00 4.26 4.00 3.86 4.43 4.26 4.24 4.49 4.29 3.90 4.64
②授業内容 4.00 3.46 3.38 4.04 3.81 4.04 3.81 3.58 4.21 4.15 4.08 4.37 4.20 3.89 4.50
③授業への取り組み 3.69 3.37 3.47 3.71 3.57 3.76 3.57 3.53 3.84 3.33 3.35 3.54 3.31 3.65 3.81
④総合的な印象 4.19 3.67 3.74 4.22 3.91 3.99 3.91 3.70 4.20 4.27 4.24 4.40 4.27 3.85 4.46
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①授業の進め方 ②授業内容 ③授業への取り組み ④総合的な印象 全体平均























　紙幅の関係で，2010 年度と 2014 年度の結果を






























学部全体の平均では，2013 年では 1.87，2014 年





　「心理学概論Ⅰ」では，2013 年で 2.01，2014 年
では 3.4 となり，1 時間以上の自習をしていると
回答している。「自習をしていない」という割合は，
2013 年で 31.6%，2014 年で 8.2％である。逆に 2
時間以上自習している割合は，2013年で 8％であっ
たが，2014 年では 48％であった。同様に，「教育
心理学」では 2013 年で 1.89，2014 年では 3.0 と
なり，1 時間以上の自習をしていると回答してい
る。「自習をしていない」という割合は，2013 年
























































































































































































































2010年 2011年 2012年 2013年 2014年
図６　科目ごとの年度別予習・復習の自己評価
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評価の問題である。図 6 のように学部全体の 2010






















































代文化研究所  学苑　No.893. 40-48.
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笠原千絵・山本 秀樹・加藤 善子（2008）. 講義科
目でアクティブ・ラーニングを可能にする基
本構造 : 社会福祉専門職教育関連科目におけ
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　　　⑤ 3 時間以上　④ 2 時間以上　
　　　③ 1 時間以上　② 1 時間未満　
　　　①していない
16　授業中質問したり、考えを述べたりして積極
的に参加した
17　この授業を受けて、さらに発展的に学びたい
と思った
18　この授業によって、新しい物の見方ができる
ようになった
④総合的な印象
19　総合的に見てこの授業を受けて良かったと思
う　
⑤自由設定欄（2 項目、担当教員がその場で設定
する質問）
自由記入欄
①良かったと思う点
②改善した方が良いと思う点
③その他の意見や要望など
（注）
　本稿では，主体的・能動的に学修する過程を指
す場合は「学修」とし，従来からの一般的使用法
に基く場合は「学習」として記述している。
